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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月9日(2015.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｇ１）で表されるジオキソラン化合物。
【化１】

（式（Ｇ１）中、Ｒ１及びＲ２は、互いに独立に水素、炭素数１乃至６のアルキル基、炭
素数１乃至２０のアルコキシ基、炭素数６乃至１２のアリール基、又はフェニル基を置換
基として有する炭素数１乃至２０のアルキル基を表し、Ｒ１及びＲ２は互いに結合して環
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を形成していてもよい。ａ１及びａ２は、互いに独立に、炭素数１乃至４のアルキレン基
、又は単結合を表す。Ａｒ１及びＡｒ２は、互いに独立に、炭素数６乃至１６のアリール
基を表し、Ｒ３乃至Ｒ３８は、それぞれ独立に水素、炭素数１乃至４のアルキル基、炭素
数１乃至４のアルコキシ基、又は炭素数６乃至１２のアリール基を表す。）
【請求項２】
　請求項１において、前記式（Ｇ１）中の、ａ１及びａ２がメチレン基であるジオキソラ
ン化合物。
【請求項３】
　下記式（Ｇ２）で表されるジオキソラン化合物。
【化２】

（式（Ｇ２）中、Ｒ１及びＲ２は、互いに独立に水素、炭素数１乃至６のアルキル基、メ
トキシ基、又はフェニル基を表し、Ｒ１及びＲ２は互いに結合してシクロヘキシル環を形
成していてもよい。Ａｒ１及びＡｒ２は、互いに独立に、炭素数６乃至１６のアリール基
を表す。）
【請求項４】
　下記式（Ｇ３）で表されるジオキソラン化合物。
【化３】
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（式（Ｇ３）中、Ｒ１及びＲ２は、互いに独立に水素、炭素数１乃至６のアルキル基、メ
トキシ基、又はフェニル基を表し、Ｒ１及びＲ２は互いに結合してシクロヘキシル環を形
成していてもよい。）
【請求項５】
　下記式（１０１）で表されるジオキソラン化合物。
【化４】

【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のジオキソラン化合物と、ネマチック液晶
と、を含む液晶組成物。
【請求項７】
　請求項６において、前記ジオキソラン化合物が前記液晶組成物中に含まれる割合は１５
ｗｔ％以下である液晶組成物。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のジオキソラン化合物と、ネマチック液晶
と、を含む液晶素子。
【請求項９】
　請求項８に記載の液晶素子を有する液晶表示装置。
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